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公
こうえきしゃだんほうじん

益社団法人 国
こくさい

際日
にほんごふきゅうきょうかい

本語普及協会　武
た け だ

田　由
ゆ み

美
イラスト：リオ輔

すけ

❶ 　１階
かい

から２階
かい

へ行
い

くとき、「階
かいだん

段であがります」
「荷

に も つ

物が重
おも

いので、エレベーターであがります」
と言

い

います。下
した

から上
うえ

のほうへ行
い

くときに「あ
がります」と言

い

います。
　 　漢

か ん じ

字で書
か

くと、「上
あ

がります」と書
か

きます。で
すから、↑へ行

い

くんですね。ほかの使
つか

い方
かた

も見
み

てみましょう。
　 　友

とも

だちのうちに行
い

ったとき、玄
げんかん

関でうちの人
ひと

が、「どうぞ、あがってください」と言
い

います。
「どうぞ、うちの中

なか

に入
はい

ってください」と同
おな

じで
す。日

に ほ ん

本の家
いえ

では、靴
くつ

を脱
ぬ

いで中
なか

に入
はい

るところ

が階
かいだん

段のように一
いちだん

段高
たか

くなっていました。それ
が、「上

あ

がります」という言
い

い方
かた

に残
のこ

っています。
❷ 　反

はんたい

対に、「出
で

る」という意
い み

味で使
つか

う場
ば あ い

合もあり
ます。これは、お風

ふ ろ

呂やプールから出
で

るときに
使
つか

います。お風
ふ ろ

呂やプールから出
で

るとき、水
みず

の
中
なか

から上
うえ

に上
あ

がりますから、「上
あ

がります」と言
い

います。例
たと

えば、お風
ふ ろ

呂から出
で

るときに「風
ふ ろ

呂
から上

あ

がったら、ビールを飲
の

もう」、プールで
「早

はや

くプールから上
あ

がってください」のように使
つか

います。
❸ 　それから、「今

こ と し

年の夏
なつ

は気
き お ん

温が上
あ

がったので、

電
でんき だ い

気代も去
きょねん

年より上
あ

がりました」のように気
き お ん

温
や値

ね だ ん

段が高
たか

くなるという意
い み

味で使
つか

います。「野
や さ い

菜
の値

ね だ ん

段が高
たか

くなりましたね」と言
い

うときに、
「野

や さ い

菜の値
ね だ ん

段が上
あ

がりましたね」と言
い

うこともで
きます。
　 　「去

きょねん

年は最
さいこう

高気
き お ん

温が35℃でしたが、今
こ と し

年は40℃
に上

あ

がりました」「電
でん き だ い

気代が3,000円
えん

から5,000円
えん

に上
あ

がりました」のように、低
ひく

い数
す う じ

字から高
たか

い
数
す う じ

字になりましたから、「上
あ

がります」と言
い

うこ
とができます。2020年

ねん

の夏
なつ

は、また気
き お ん

温が上
あ

が
るでしょうか。

あがります
技
ぎのうじっしゅうせいかつ

能実習生活に必
かなら

ず役
や く だ

立つ に ほ ん ご新

❶ ❸❷

　
10
月
28
〜
31
日
、
党
19
期
４

中
全
会
が
開
催
さ
れ
、「
中
国

の
特
色
あ
る
社
会
主
義
制
度
を

堅
持
・
整
備
し
、
国
家
ガ
バ
ナ

ン
ス
シ
ス
テ
ム
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

能
力
の
現
代
化
を
推
進
す
る
こ

と
の
若
干
の
重
大
問
題
に
関
す

る
党
中
央
決
定
」（
以
下
「
決

定
」）
が
採
択
さ
れ
た
。

　
こ
の
決
定
は
、
基
本
的
に
政

治
色
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、

経
済
に
関
し
て
も
か
な
り
の
言

及
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、

特
に
経
済
政
策
へ
の
イ
ン
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
次
の
点
で
あ
る
。

 

な
ぜ
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

か
？

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
今
回
強
調
さ

れ
た
の
は
、
現
在
経
済
に
下
振

れ
圧
力
が
増
大
し
、
米
中
経
済

交
渉
に
な
か
な
か
進
展
が
見
ら

れ
な
い
状
況
下
で
、
党
内
を
引

き
締
め
、
党
の
団
結
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。

　
だ
が
、
こ
の
時
期
に
ガ
バ
ナ

ン
ス
が
議
論
さ
れ
た
背
景
と
し

て
、
２
０
１
９
年
が
建
国
70
周

年
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
革
命
に

お
い
て
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
が
政
権

を
獲
得
し
た
の
が
１
９
１
７

年
、
ソ
連
が
崩
壊
し
た
の
は
１

９
９
１
年
、
政
権
担
当
期
間
は

74
年
で
あ
る
。
す
で
に
中
国
共

産
党
の
政
権
担
当
期
間
は
、
ソ

連
共
産
党
の
担
当
期
間
に
接
近

し
て
お
り
、
い
か
に
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
強
化
し
、
建
国
75
周
年
を

迎
え
る
か
は
、
党
指
導
層
の
最

大
関
心
事
と
考
え
ら
れ
る
。

改
革
の
新
た
な
措
置
は

盛
り
込
ま
れ
ず

　
新
た
な
改
革
措
置
が
こ
の
４

中
全
会
で
打
ち
出
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
、
習
近
平
総
書
記
の
４

中
全
会
へ
の
「
説
明
」
に
よ
る

と
、
党
18
期
３
中
全
会
で
提
起

さ
れ
た
３
３
６
項
目
の
重
大
改

革
措
置
が
、「
な
お
未
完
成
の

も
の
が
あ
り
、
甚
だ
し
き
は
相

当
長
期
の
時
間
を
か
け
て
実
施

を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
る
」

現
状
で
は
、
新
規
の
措
置
を
打

ち
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ

こ
で
党
18
期
３
中
全
会
で
の
改

革
の
方
針
が
再
確
認
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
資

源
配
分
に
お
け
る
市
場
の
決
定

的
役
割
を
発
揮
さ
せ
る
」
と
い

う
表
現
が
再
度
盛
り
込
ま
れ

た
。
ま
た
、
国
有
企
業
改
革
に

お
い
て
、
国
有
企
業
を
強
大
化

す
る
の
で
は
な
く
、
国
有
資
本

を
強
く
、
優
れ
た
、
大
き
い
も

の
に
す
る
と
し
、
管
理
す
る
対

象
は
国
有
企
業
で
は
な
く
国
有

資
本
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ

れ
て
い
る
。
中
国
の
改
革
は
一

進
一
退
で
あ
る
の
で
、
内
容
の

再
確
認
も
重
要
で
あ
る
。

所
得
再
分
配
を
強
調

　「
決
定
」
で
は
、
税
制
・
社

会
保
障
・
移
転
支
出
に
よ
る
所

得
再
分
配
、
税
制
に
よ
る
所
得

の
調
節
強
化
、
税
制
に
お
け
る

直
接
税
比
率
の
引
上
げ
と
と

も
に
、「
合
法
所
得
を
保
護
し
、

低
所
得
者
の
所
得
を
増
や
し
、

中
等
所
得
層
を
拡
大
し
、
高
す

ぎ
る
所
得
を
調
節
し
、
隠
れ
た

所
得
を
整
理
・
規
範
化
し
、
違

法
所
得
を
取
り
締
ま
る
」
と
、

所
得
再
分
配
を
強
調
し
て
い

る
。

　
習
近
平
総
書
記
は
19
回
党
大

会
に
お
い
て
、
２
０
３
５
年
ま

で
に
所
得
格
差
を
顕
著
に
縮
小

し
、
21
世
紀
中
葉
ま
で
に
「
共

同
富
裕
」
を
実
現
す
る
と
し
て

い
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、

所
得
再
分
配
政
策
を
こ
れ
か
ら

本
格
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

な
る
。

 「
小
康
社
会
の
全
面
実

現
」
の
意
味

　「
決
定
」
で
は
、
全
国
民
を

カ
バ
ー
す
る
社
会
保
障
シ
ス
テ

ム
の
整
備
と
脱
貧
困
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
ま
で

に
「
小
康
社
会
を
全
面
的
に
実

現
」
す
る
と
い
う
の
は
、
党
の

大
目
標
で
あ
る
が
、
以
前
は
２

０
２
０
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
２
０
１

０
年
の
倍
に
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
を
実
現
す
る
に

は
、
２
０
１
９
年
と
20
年
の
成

長
率
を
６
・
２
％
以
上
に
保
つ

必
要
が
あ
る
が
、
最
近
の
経
済

下
振
れ
圧
力
の
増
大
に
よ
り
、

こ
れ
を
確
保
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
習
近
平
総
書
記
は
、
２
０
１

７
年
の
19
回
党
大
会
に
お
い

て
、「
経
済
成
長
を
高
速
成
長

か
ら
『
質
の
高
い
発
展
』
に
転

換
す
る
」
こ
と
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
成
長
率
至
上
主
義
を
放

棄
す
る
と
同
時
に
、
農
村
の
脱

貧
困
を
２
０
２
０
年
ま
で
の
最

重
要
政
策
と
位
置
づ
け
た
。
こ

の
段
階
で
、「
小
康
社
会
の
全

面
実
現
」
の
意
味
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
倍
増
か
ら
農
村
の
脱
貧
困
に

実
質
的
に
転
換
さ
れ
た
と
い
っ

て
も
よ
い
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け

で
は
対
象
は
５
５
０
０
万
人
に

と
ど
ま
る
た
め
、
全
国
民
を
カ

バ
ー
す
る
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム

の
整
備
が
追
加
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
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第
だい5回かい

去き
ょ
ね
ん年
よ
り

あ
が
り
ま
し
た

どうぞ
あがってください

去
きょ

　年
ねん

電
でんきだい

気代
3,000円えん

今
こ

　年
とし

電
でんきだい

気代
5,000円えん


